精神・神経疾患研究委託（15指-3）

「政策医療ネットワークを基盤にした神経疾患の総合研究』研究班

(政策医療神経総合湯浅班)

平成17年度班会議　プログラム
日時：平成17年12月5日(月）11:50〜17:50

同            12月6日(火）  9:00〜11:40

             会場：慈恵会医科大学1号館3F講堂

             住所：東京都港区西新橋3-25-8

        アクセス：http://www.jikei.ac.jp/hospital/honin

主任研究員　湯浅龍彦

国立精神・神経センター国府台病院神経内科

千葉県市川市国府台1-7-1　電話/FAX: 047-375-6310

発表者へのお願い
　発表は討論を含めて10分（発表6分、討論4分)。スライドは10枚以内。液晶プロジェクター1台準備します。動画のある方はご自分のPCを。そうでない方は、memory stick等でご準備下さい（Mac又はWindowsいずれにも対応出来ます)。
　＊本年度は3年度終了時のヒヤリングがあります。ヒヤリング用のスライドが必要ですので、3年間のまとめとなる資料をPower Pointにて3枚以内で当日受付にご提出願います。
　関連会議
*湯浅班幹事会10：00〜11:00（会場は中央棟8F会議室)
*精神・神経疾患研究委託費神経疾6班合同班会議：平成17年12月6日当班終了後、引き続き同じ会場で開催されます。班員の先生は原則全員出席願います。
プログラム
12月5日(月）
開会の挨拶11:50〜12:00
12:00〜12:40セッション(1) <神経・筋ネットワークを利用した難病医療研究-1>


座　長　　土井静樹(国立病院機構札幌南病院)
1. 進行性核上性麻痺患者の療養環境について
　-東北ブロック神経筋ネットワーク施設での検討-
· 飛田宗重1），高田博仁2），千田圭二3），吉岡勝4），久永欣哉5），

　永野功6）
　1）国立病院機構米沢病院，2）国立病院機構青森病院，３）国立病院機岩手病院，４）国立病院機西多賀病院，５）国立病院機宮城病院，６）国立病院機山形病院
2. 神経難病病棟における療養状況に関する研究
　−北海道内における一般神経内科施設と　の比較検討−
○土井静樹，輿水修一，南　尚哉，藤木直人，島　功二
　国立病院機札幌南病院神経内科
3. 神経難病患者の療養支援におけるネットワーク構築についての研究
　−京都府難病相談・支援センターの活動を通じて−
〇小牟禮　修，齊田　孝彦　国立病院機構宇多野病院神経内科
4. 離島における神経難病患者の実態と課題−ALS患者を中心に−
○園田至人，久保裕男，内田裕一，丸田恭子，下川芳充，後藤理奈，福永秀敏，
　相星相吾1)，曽木　茜1)
　国立病院機南九州病院，1）鹿児島県徳之島保健所
12:40〜13:10セッション(2) <神経・筋ネットワークを利用した難病医療研究-2>
座　長　　松尾秀徳(国立病院機構長崎神経医療センター)
5. 政策医療ネットワークを基盤にした神経病理診断のシステム構築
—　神経病理診断の現状
○藤村晴俊１), 上田佳世), 井上貴美子1,２), 舟川　格３), 小西哲郎４), 岡　伸幸５),
　安東範明６)
　１)国立病院機構刀根山病院,２)兵庫県立総合リハビリテーションセンター中央病院,
　３)国立病院機構兵庫中央病院,４)国立病院機構宇多野病院,５)国立病院機構南京都　病院,６)国立病院機構奈良医療センター
6. ALS医療における医療資源再分配についての医療者側の意識調査
○田中正美
　国立病院機構西新潟中央病院（現：国立病院機構宇多野病院）神経内科
7. PEGとNPPVによるALS診療モデル
○川上英孝, 伊藤博明, 中島　孝
　国立病院機構新潟病院 神経内科
13:10〜13:40セッション(3)＜呼吸障害>


座　長　信国圭吾(国立病院機構南岡山医療センター)
8. ALS患者の人工呼吸器装着時期を遅らせることは可能か
· 舟川格，筒井佐枝，大塚浩之，戸根幸太郎，西本啓介，河本邦彦，

　徳永隆司，二村直伸，三谷真紀，陣内研二
　国立病院機構兵庫中央病院　神経内科
9. ALSにおける呼吸理学療法
○寄本恵輔1)，湯浅龍彦2）
　国立精神・神経センター国府台病院　 1)リハビリ科, 2）神経内科
　　
10. ALSの在宅人工呼吸器 -　国府台病院における69例について
○西宮　仁，黒田昌寿，岩村晃秀，根本英明，坂本　崇，湯浅龍彦
　国立精神・神経センター国府台病院神経内科
13:40~14:00休憩
14:00〜14:50セッション(4)<VAP・喉頭・気管分離＞
座  長　箕田修治(国立病院機構熊本再春荘病院)
11. ALSにおけるＶＡＰ予防対策に関する研究
○ 信国圭吾，井原雄悦，坂井研一，田邊康之，高田　裕，西中哲也，高橋幸治, 永井太士
　国立病院機構南岡山医療センター神経内科
12. 在宅ALS患者の人工呼吸器関連肺炎について
　永野　功，○亀谷　剛，津田丈秀，圓谷健治
　国立病院機構山形病院　神経内科
13. ALSにおける喉頭気管分離術
○ 松尾秀徳，後藤公文，福留隆泰，澁谷統壽
　国立病院機構長崎神経医療センター　神経内科
14.神経難病に対する誤嚥防止手術の実際
○後藤理恵子1），印藤加奈子1），星川広史1），森　望1），藤井正吾2），市原典子2）
　1）香川大学医学部耳鼻咽喉科，2）国立病院機構高松東病院
15. 神経難病患者の嚥下障害に対する喉頭気管分離術/気管食道吻合術
　-有用性と適応基準
○ 箕田修治，内野克尚，石原大二郎，山口喜久雄，鮫島靖浩*，今村重洋
　国立病院機構 熊本再春荘病院　神経内科
　*熊本大学医学部附属病院耳鼻咽喉科・頭頚部外科
14:50〜16:00セッション(5)<栄養管理＞
座   長　野崎園子(国立病院機構徳島病院)
16. 多系統萎縮症に対しての咀嚼訓練効果について
○ 金藤大三
　国立病院機構鳥取医療センター　神経内科
17. 筋萎縮性側索硬化症の嚥下障害に対する嚥下訓練の効果
　藤井正吾，○市原典子，三好まみ１), 野崎園子２), 杉下周平3), 金藤大三4), 
　後藤勝政5), 伊藤知子5), 渡辺千種6), 鳥居剛6), 石田玄7）
　国立病院機高松東病院　神経内科，1）同リハビリテーション科言語聴覚士，2）国立　病院機徳島病院臨床研究部，3）同リハビリテーション科言語聴覚士，4）国立病院　　機鳥取医療センター神経内科，5）国立病院機西別府病院神経内科，6）国立病院機広　島西医療センター神経内科，7）国立病院機松江病院神経内科
18. 栄養介入により嚥下障害が改善したパーキンソン病の検討
　饗場郁子，○山岡朗子，齋藤由扶子，伊藤信二，後藤敦子，横川ゆき，見城昌邦，片山泰司，藤田麻子，松岡幸彦
　国立病院機構東名古屋病院神経内科
19. 当院における経管栄養および胃瘻(PEG)導入の問題点
○宮崎　泰), 浅川岳大), 内田以大), 三方崇嗣), 本吉慶史
　国立病院機構下志津病院
20. 筋萎縮性側索硬化症（ALS）における栄養管理の研究：
　　経管栄養を行う人工呼吸器装着ALS患者における検討
· 沖野惣一1)，後藤勝政2)，山岡朗子3)，本吉慶史4)，渡辺千種5)，

　金藤大三6)，市原典子7)，松尾秀徳8)，箕田修治9)，野崎園子10)
　1) 医王病院，2) 西別府病院，3) 東名古屋病院，4) 下志津病院，5) 広島西医療センター，　6) 鳥取医療センター，7) 高松東病院，8) 長崎神経医療センター，9) 熊本再春荘病院，　10) 徳島病院
21. 神経内科病棟(湯浅班班員施設)における摂食・嚥下障害対策（３年間の推移） 
○野崎園子1）、湯浅龍彦2）
1） 徳島病院臨床研究部・神経内科、2）国立精神・神経センター国府台病院神経内科　

22. 湯浅班嚥下グループのまとめ
○野崎園子(徳島病院)，石田　玄(松江病院，現：安来市民病院)，市原典子(高松東病　院)，沖野惣一(医王病院))，金籐大三(鳥取医療センター)，亀谷　剛(山形病院)，後藤勝政(西別府病院)，鈴木靖士(岩手病院)，布施　滋(東埼玉病院)，松尾秀徳(長　崎神経医療センター)，箕田修治(熊本再春荘病院)，本吉慶史(下志津病院)，山岡朗子　(東名古屋病院)，渡邉千種(広島西医療センター)　　
16:00〜16:30セッション(6)<看護・心理・緩和ケアー＞
座   長　塩屋敬一(国立病院機構宮崎東病院)
23. 重症ギランバレー症候群患者への看護
　木村　隆， ○宗像祐二，山本典子，厚谷卓見
　国立病院機構道北病院８病棟
24. ALS患者の心理サポート　緩和ケアを目指して
　横山　照夫，○稲永　光幸，平田　さえ子，菅野　理恵，伊藤　智恵子
　国立病院機構　箱根病院
25. 筋萎縮性側索硬化症(ALS) 事前指示書利用から見た告知の検討
○塩屋敬一1)，斉田和子1)， 岸雅彦1)，隈本健司2)，板井孝壱郎3)，外山博一4)， 中迫貴美子5)
　1)国立病院機構宮崎東病院神経内科， 2)内科，3)宮崎大学医学部社会医学講座生命・　医療倫理学分野， 4)外山内科神経内科医院，5)宮崎県難病医療連絡協議会
16:30〜17:10セッション(7)＜ALSの臨床研究＞
座   長　溝口功一(国立病院機構静岡てんかん・神経医療センター)
26. 当院におけるALS死亡例27例の解析
　植川和利,　○小阪崇幸,　栗崎玲一,　丸吉夏英
　国立病院機構　熊本南病院　神経内科
27. 当院におけるALS診療—10年間のまとめ—
○下山良二，石田　玄
　国立病院機構松江病院　神経内科
28. 高齢で球麻痺型の筋萎縮性側索硬化症患者が増加している
○ 溝口功一，寺田達弘，山崎公也，小尾智一
　国立病院機構　静岡てんかん・神経医療センター　神経内科
29. ALS移植医療についての一考察
○馬木良文，湯浅龍彦
　国立精神・神経センター国府台病院神経内科
17:10〜17:50セッション(8)＜病態研究＞
座   長　田中正美(国立病院機構宇多野病院）
30. 神経難病診療におけるインピーダンスオージオメトリーの意義について（続報）
○布施　滋，川井　充
　国立病院機構東埼玉病院　神経内科
31. 重症Guillain-Barre症候群4例の電気生理学的経過の検討
　木村　隆， ◯榎本博之，藤原和彦， 牧田圭弘，黒田健司，箭原　修
　国立病院機構道北病院　神経内科
32. 原発性側索硬化症の独自の疾患像について
○ 久永欣哉１), 鈴木博義２), 飛田宗重３), 日沼雄二４), 神 一敬４), 
　松本有史１), 菅野重範１), 澁谷 聡１), 深津玲子１), 木村 格１）
　１）宮城病院 神経内科・臨床研究部, ２）仙台医療センター 臨床研究部, 
　３）米沢病院 神経内科, ４）岩手病院 神経内科
33. 多系統萎縮症に合併した尿路結石の検討 
· 酒井素子，久留聡，木村正剛，若山忠士，源口まさの，武藤正子，

　小長谷正明
　国立病院機構鈴鹿病院神経内科，同看護課，同施設長

プログラム12月6日(火)

 9:00〜9:30セッション(9)＜転倒・転落に関する研究-在宅患者-1＞
座   長　饗場郁子(国立病院機構東名古屋病院)
34. 神経疾患在宅患者における転倒・転落
—湯浅班転倒グループ共同研究—
○饗場郁子1), 今　清覚2)，千田圭二3), 吉岡　勝4)，岡 伸幸5），乾 俊夫6), 橋口修二6), 小川雅文7）
　1)国立病院機構東名古屋病院，2) 国立病院機構青森病院，3) 国立病院機構岩手病院，　4) 国立病院機構西多賀病院，5) 国立病院機構南京都病院，6) 国立病院機構徳島病院，　7)国立精神・神経センター武蔵病院
35. 神経疾患在宅患者における転倒・転落事例の検討—湯浅班転倒グループ共同研究—
　饗場郁子1), ○上田一乃2), 村井敦子2), 羽賀真琴2), 山根　碧2), 
　村田祐子2), 今　清覚3)，千田圭二4), 吉岡　勝5)，岡 伸幸6), 乾 俊夫7), 
　橋口修二7), 小川雅文8）
　1) 国立病院機構東名古屋病院，2)同　看護部，3)国立病院機構青森病院，4) 国立病　院機構岩手病院，5) 国立病院機構西多賀病院，6) 国立病院機構南京都病院，7) 国立　病院機構徳島病院，8)国立精神・神経センター武蔵病院
36. 外来パーキンソン病患者における転倒・転落の特徴と危険因子
○千田圭二 1)，饗場郁子 2)
　1) 国立病院機構岩手病院，2) 国立病院機構東名古屋病院
9:30〜10:00セッション(10)＜転倒・転落に関する研究-在宅患者-2＞
座　長　吉岡　勝(国立病院機構西多賀病院)
37. 進行性核上性麻痺在宅患者における転倒・転落 —湯浅班転倒グループ共同研究
　饗場郁子1), ○山根　碧2), 上田一乃2), 村田祐子2), 村井敦子2), 羽賀真琴2), 今　清覚3)，千田圭二4), 吉岡　勝5)，岡 伸幸6), 乾 俊夫7), 橋口修二7), 小川雅文8）
　1) 国立病院機構東名古屋病院，2)同　看護部，3)国立病院機構青森病院，4) 国立病　院機構岩手病院，5) 国立病院機構西多賀病院，6) 国立病院機構南京都病院，7) 国立　病院機構徳島病院，8)国立精神・神経センター武蔵病院
38. 多系統萎縮症ならびに脊髄小脳変性症在宅患者における転倒・転落
　　—湯浅班転倒グループ共同研究—
○乾　俊夫1) ，橋口修二1)，今　清覚2)，千田圭二3)，吉岡　勝4)，小川雅文5)，饗場郁子6)，岡　伸幸7)
　1)国立病院機構徳島病院，2)国立病院機構青森病院，3)国立病院機構岩手病院，4)　国立病院機構西多賀病院5) 国立精神・神経センター武蔵病院，6)国立病院機構東名　古屋病院，7) 国立病院機構南京都病院
39. 筋萎縮性側索硬化症在宅患者における転倒・転落
　　−湯浅班転倒グループ共同研究−
　今清覚1)，○片山智佳子2)，岩渕彩香2)，藤田裕美2)，種市尚子2)，小山慶信1)，高田博仁1)，千田圭二3)，吉岡勝4)，小川雅文5)，饗場郁子6)，岡伸幸7)，乾俊夫8)，橋口修二8)
　1) 国立病院機構青森病院, 2) 国立病院機構青森病院看護部, 3) 国立病院機構岩手病院, 　4) 国立病院機構西多賀病院, 5) 国立精神・神経センター武蔵病院, 6) 国立病院機構東　名古屋病院, 7) 国立病院機構南京都病院, 8) 国立病院機構徳島病院
10:00〜10:30セッション(11)＜転倒・転落に関する研究-在宅患者-3＞
座　長　千田圭二(国立病院機構岩手病院)
40. ニューロパチー在宅患者における転倒・転落 -湯浅班転倒グループ共同研究-
○岡　伸幸1)，杉山　博1)，饗場郁子2)，今　清覚3)，千田圭二4)，吉岡　勝5)，乾　俊夫6)，橋口修二6)，小川雅文7) 
　1) 国立病院機構南京都病院, 2) 国立病院機構東名古屋病院, 3) 国立病院機構青森病　　院, 4) 国立病院機構岩手病院, 5) 国立病院機構西多賀病院, 6) 国立病院機構徳島病院, 7) 国立精神・神経センター武蔵病院
41. 神経疾患在宅患者における転倒・転落の合併症　-湯浅班転倒グループ共同研究-
○吉岡　勝1), 今野秀彦1), 大隅悦子1), 高橋俊明1), 木村　格1）*, 
　今井尚志1）*, 饗場郁子2), 　今　清覚3), 千田圭二4), 小川雅文5), 
 　岡　伸幸6), 乾　俊夫7), 橋口修二7）
　1）国立病院機構西多賀病院　*現　同宮城病院, 2）同東名古屋病院, 3）同青森病　　院, 4）同岩手病院, 5）国立精神・神経センター武蔵病院, 6）国立病院機構南京都病　院, 7）同徳島病院
42. 神経疾患在宅患者における転倒・転落に関するアンケート調査
　　—湯浅班転倒グループ共同研究—
　饗場郁子1), ○村井敦子2), 上田一乃2), 羽賀真琴2), 山根碧2), 

村田祐子2), 今　清覚3)，千田圭二4), 吉岡　勝5)，岡 伸幸6), 乾 俊夫7), 橋口修二7), 小川雅文8）
　1)国立病院機構東名古屋病院，2)同　看護部，3)国立病院機構青森病院，4) 国立病　院機構岩手病院，5) 国立病院機構西多賀病院，6) 国立病院機構南京都病院，7) 国立　病院機構徳島病院，8)国立精神・神経センター武蔵病院

10:30〜11:10セッション(12)＜転倒・転落に関する研究入院患者＞
座　長　小川雅文(国立精神・神経センター武蔵病院)
43. アセスメントシートによる神経内科難病入院患者の転倒・転落要因の解析
　　----数量化Ⅱ類法による検討----
· 小川雅文, 木島かおり, 鍋田芳子, 佐藤智子, 川井　充*, 尾方克久*, 

　村田美穂
　国立精神・神経センター武蔵病院 
　*現：国立病院機構東埼玉病院
44. 神経疾患入院患者における転倒・転落危険因子の検討
—湯浅班転倒グループ共同研究—
○ 饗場郁子), 齋藤由扶子1), 今　清覚2)，千田圭二3), 吉岡　勝4)，岡 伸幸5), 乾 俊夫6), 橋口修二6), 尾方克久7), 川井　充7）
　1)国立病院機構東名古屋病院，2)国立病院機構青森病院，3) 国立病院機構岩手病院，　4) 国立病院機構西多賀病院，5) 国立病院機構南京都病院，6) 国立病院機構徳島病院，　7)国立精神・神経センター武蔵病院（現　国立病院機構東埼玉病院）
45. 神経疾患入院患者における転倒・転落防止対策の検討
　　—湯浅班転倒グループ共同研究—
　饗場郁子1), ○羽賀真琴2), 村井敦子2), 上田一乃2), 村田祐子2), 

山根　碧2), 今　清覚3)，千田圭二4), 吉岡　勝5)，岡 伸幸6), 乾 俊夫7), 橋口修二7), 尾方克久8), 川井　充8）
　1)国立病院機構東名古屋病院，2)同　看護部，3)国立病院機構青森病院，4) 国立病　院機構岩手病院，5) 国立病院機構西多賀病院，6) 国立病院機構南京都病院，7) 国立　病院機構徳島病院，8)国立精神・神経センター武蔵病院（現　国立病院機構東埼玉病院）
46. ゲーム性に富んだ新しいバランス訓練装置の開発—パーキンソン病での検討—
○安東範明１), 田里　博２）
　１） 独立行政法人国立病院機構奈良医療センター神経内科
　 2）ユニメック開発部
11:10〜11:20セッション(13)＜基礎研究＞
座　長　湯浅龍彦(国立精神・神経センター国府台病院)
47. 反復性頭部外傷のモデルマウスを用いたタウ病理への影響の検討
○吉山容正
　国立病院機構千葉東病院
11:20〜11:30　班員連絡
11:30〜11:40　閉会の挨拶
